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(57)【要約】

【課題】比較的高価な果実を包装する紙製の箱本体と蓋

体からなる果実包装用紙箱において、極めて簡単な構造

で箱本体の上縁と蓋体の間に隙間を確保することができ

る新規な紙箱を提供する。

【解決手段】内側の端板２５の左右外端部に備える係合

片３０が、内側の端板の外縁２５ａと平行な切線２５ｂ

と、切線の基端から外縁２５ａに至る折線２５ｃで囲ま

れ、内側の側板２３の内面に摺接可能な長さを備える。

貼り合せ状態の内外の側板２２，２３を折線２１ａに沿

って立ち上げ、内外の端板２４，２５を折り重ねて折線

２１ｂに沿って立ち上げた際、係合片３０の先端３０＇

が内側の側板２３の内面に摺接して、各係合片３０が蓋

箱２の内側へ自動的に突出する。

【選択図】　図３
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 上 面 開 放 形 の 四 角 形 状 の 箱 本 体 （ １ ） と 、 該 箱 本 体 の 上 面 開 放 部 （ １ １ ） を 被 う 下 面 開

放 形 の 四 角 形 状 の 蓋 箱 （ ２ ） か ら な り 、 前 記 蓋 箱 内 側 に お け る 各 コ ー ナ ー 部 （ ４ ０ ） の 上

部 に 、 該 蓋 箱 内 側 へ 突 出 し て 前 記 箱 本 体 の 上 縁 （ １ ２ ） に 係 合 す る 係 合 片 （ ３ ０ ） を 備 え

、 各 係 合 片 （ ３ ０ ） に よ り 、 前 記 箱 本 体 の 上 縁 （ １ ２ ） と 前 記 蓋 箱 の 天 面 板 （ ２ １ ） の 間

に 果 実 上 面 保 護 用 の 隙 間 （ Ｓ ） が 確 保 さ れ る よ う 形 成 し た 果 実 包 装 用 紙 箱 で あ っ て 、

　 前 記 蓋 箱 （ ２ ） が 、 少 な く と も 天 面 板 （ ２ １ ） と 、 該 天 面 板 の 左 右 側 縁 に 折 線 （ ２ １ ａ

） を 介 し て 連 設 さ れ 予 め 貼 り 合 せ た 内 外 二 枚 折 り の 側 板 （ ２ ２ ， ２ ３ ） と 、 前 記 天 面 板 の

前 後 縁 に 折 線 （ ２ １ ｂ ） を 介 し て 連 設 さ れ た 内 外 二 枚 折 り の 端 板 （ ２ ４ ， ２ ５ ） と 、 を 備

え た 一 枚 の 紙 製 基 材 （ ２ ＇ ） の 要 所 の 折 り 曲 げ に よ り 組 み 立 て ら れ る と 共 に 、 前 記 内 側 の

端 板 （ ２ ５ ， ２ ５ ） の 左 右 外 端 部 に 前 記 係 合 片 （ ３ ０ ） を 備 え 、

　 前 記 係 合 片 （ ３ ０ ） が 、 前 記 内 側 の 端 板 （ ２ ５ ） の 外 縁 （ ２ ５ ａ ） に 対 し 平 行 な 切 線 （

２ ５ ｂ ） と 、 該 切 線 （ ２ ５ ｂ ） の 基 端 か ら 前 記 外 縁 （ ２ ５ ａ ） に 至 る 折 線 （ ２ ５ ｃ ） で 囲

ま れ る と 共 に 、 前 記 内 側 の 側 板 （ ２ ３ ） の 内 面 に 摺 接 可 能 な 長 さ を 備 え る よ う 形 成 さ れ 、

　 貼 り 合 せ 状 態 の 前 記 内 外 の 側 板 （ ２ ２ ， ２ ３ ） を 折 線 （ ２ １ ａ ） に 沿 っ て 立 ち 上 げ 、 前

記 内 外 の 端 板 （ ２ ４ ， ２ ５ ） を 折 り 重 ね て 折 線 （ ２ １ ｂ ） に 沿 っ て 立 ち 上 げ た 際 、 前 記 係

合 片 （ ３ ０ ） の 先 端 （ ３ ０ ＇ ） が 前 記 内 側 の 側 板 （ ２ ３ ） の 内 面 に 摺 接 し て 、 各 係 合 片 （

３ ０ ） が 蓋 箱 （ ２ ） の 内 側 へ 突 出 す る よ う 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 果 実 包 装 用 紙 箱 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 内 側 の 側 板 （ ２ ３ ， ２ ３ ） の 左 右 端 部 に 係 止 凹 部 （ ３ １ ） を 形 成 す る と 共 に 、 前 記

内 側 の 端 板 （ ２ ５ ， ２ ５ ） の 左 右 縁 に 、 前 記 係 合 凹 部 に 差 し 込 ま れ る 係 止 片 （ ３ ２ ） を 折

線 （ ３ ３ ） を 介 し て 連 設 し 、 そ れ ら 係 止 凹 部 と 係 止 片 の 係 合 に よ り 前 記 蓋 箱 （ ２ ） の 組 み

立 て 状 態 を 維 持 す る よ う 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 果 実 包 装 用 紙 箱 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 内 外 の 側 板 （ ２ ２ ， ２ ３ ） の 左 右 縁 に 、 折 線 （ ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ ） を 介 し て 連 設 さ れ

た 補 強 片 （ ２ ６ ， ２ ７ ） を 備 え 、 そ れ ら 補 強 片 が 、 組 み 立 て 状 態 に あ る 前 記 蓋 箱 （ ２ ） に

お い て 、 前 記 内 側 の 端 板 （ ２ ５ ） と 外 側 の 端 板 （ ２ ４ ） の 間 に 差 し 込 ま れ て い る こ と を 特

徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 果 実 包 装 用 紙 箱 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 、 例 え ば サ ク ラ ン ボ 、 ビ ワ 、 イ チ ゴ 、 キ ュ ー イ な ど の 果 実 を 包 装 す る た め の 紙

箱 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 通 常 、 こ の 種 の 果 実 は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る よ う な 透 明 合 成 樹 脂 製 の パ ッ ク

ケ ー ス に 乱 詰 め さ れ て お り 、 上 面 を 透 明 樹 脂 フ ィ ル ム で 覆 っ た 包 装 形 態 で 出 荷 さ れ 、 店 頭

に 陳 列 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 一 方 、 こ れ ら 果 実 の 中 で も 品 質 の 良 い 高 価 な 品 種 の も の は 、 搬 送 時 や 保 管 時 に 果 実 が 損

傷 す る よ う な こ と が な い よ う 、 例 え ば 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ る よ う な 紙 製 の 箱 本 体 内 に 、

例 え ば 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ る よ う な 合 成 樹 脂 製 ト レ ー を 敷 い て 列 積 み さ れ 、 そ の 上 か ら

紙 製 の 蓋 体 で 塞 が れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 こ の 包 装 形 態 に お い て は 、 店 頭 に 陳 列 す

る 際 な ど の 果 実 の 見 栄 え を 良 く す る た め に 、 果 実 上 半 部 分 が 箱 本 体 の 上 面 開 放 部 よ り 上 方

に 位 置 し て 浮 き 出 る よ う 、 ト レ ー に よ り 個 々 の 果 実 を 保 持 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ３ － １ １ ６ １ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 １ － １ ６ ４ １ １ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 実 開 昭 ６ ３ － １ ９ ７ ８ ８ ２ 号 公 報
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【 考 案 の 開 示 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し 、 前 述 の 紙 箱 に よ る 包 装 形 態 に よ れ ば 、 個 々 の 果 実 の 上 半 部 分 が 箱 体 の 上 面 開 放

部 よ り 上 方 へ 突 出 す る の で 、 果 実 上 半 部 分 が 蓋 体 に あ た っ て 損 傷 す る 虞 れ が あ る 。

　 そ こ で 、 蓋 体 の 裏 面 に 、 箱 本 体 の 上 縁 に 係 合 す る 段 部 を 形 成 し て 、 箱 本 体 の 上 縁 と 蓋 体

の 間 に 隙 間 を 確 保 す る こ と も 考 え ら れ る が 、 こ の 場 合 、 蓋 体 の 組 み 立 て が 面 倒 に な る と 共

に 紙 材 の 使 用 量 が 多 く な り 、 紙 箱 の 作 成 コ ス ト が 高 く な る な ど の 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 、 本 願 出 願 人 は 、 蓋 箱 内 側 に お け る 各 コ ー ナ ー 部 の 上 部 に 、 蓋 箱 内 側 へ 突 出 し て

箱 本 体 上 縁 に 係 合 す る 係 合 片 を 備 え 、 各 係 合 片 に よ り 箱 本 体 上 縁 と 蓋 箱 天 面 板 の 間 に 果 実

上 面 保 護 用 の 隙 間 が 確 保 さ れ る よ う 形 成 し た 果 実 包 装 用 紙 箱 を 提 案 し 、 先 に 出 願 し た （ 実

願 ２ ０ ０ ４ － ２ ８ ５ ９ 号 参 照 ） 。

　 処 で 、 先 提 案 の 果 実 包 装 用 紙 箱 は 、 蓋 箱 が 、 天 面 板 の 左 右 側 縁 に 折 線 を 介 し て 連 設 さ れ

た 内 外 二 枚 折 り の 側 板 と 、 天 面 板 の 前 後 縁 に 折 線 を 介 し て 連 設 さ れ た 内 外 二 枚 折 り の 端 板

を 備 え た 一 枚 の 紙 製 基 材 の 要 所 の 折 り 曲 げ で 組 み 立 て る よ う に な っ て お り 、 そ の 組 み 立 て

は 、 内 外 の 側 板 を 折 り 重 ね て 天 面 板 の 左 右 側 縁 に 立 ち 上 げ 、 内 外 の 端 板 を 折 り 重 ね て 天 面

板 の 前 後 縁 に 立 ち 上 げ る こ と で な さ れ 、 且 つ 係 合 片 を 蓋 箱 内 側 に 引 き 出 す 行 為 を 要 す る の

で 、 蓋 箱 組 み 立 て 時 の 作 業 性 に 劣 る と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 考 案 は こ の よ う な 従 来 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る 処 は 、 比 較 的 高

価 な 果 実 を 包 装 す る 紙 製 の 箱 本 体 と 蓋 体 か ら な る 果 実 包 装 用 紙 箱 に お い て 、 極 め て 簡 単 な

構 造 で 箱 本 体 の 上 縁 と 蓋 体 の 間 に 隙 間 を 確 保 す る こ と が で き 、 且 つ 、 蓋 箱 の 組 み 立 て が 容

易 で 、 係 合 片 が 自 動 的 に 蓋 箱 内 側 に 突 出 す る 新 規 な 紙 箱 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 以 上 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 に 係 る 果 実 包 装 用 紙 箱 は 、 上 面 開 放 形 の 四 角 形 状

の 箱 本 体 （ １ ） と 、 該 箱 本 体 の 上 面 開 放 部 （ １ １ ） を 被 う 下 面 開 放 形 の 四 角 形 状 の 蓋 箱 （

２ ） か ら な り 、 前 記 蓋 箱 内 側 に お け る 各 コ ー ナ ー 部 （ ４ ０ ） の 上 部 に 、 該 蓋 箱 内 側 へ 突 出

し て 前 記 箱 本 体 の 上 縁 （ １ ２ ） に 係 合 す る 係 合 片 （ ３ ０ ） を 備 え 、 各 係 合 片 （ ３ ０ ） に よ

り 、 前 記 箱 本 体 の 上 縁 （ １ ２ ） と 前 記 蓋 箱 の 天 面 板 （ ２ １ ） の 間 に 果 実 上 面 保 護 用 の 隙 間

（ Ｓ ） が 確 保 さ れ る よ う 形 成 し た 果 実 包 装 用 紙 箱 で あ っ て 、

　 前 記 蓋 箱 （ ２ ） が 、 少 な く と も 天 面 板 （ ２ １ ） と 、 該 天 面 板 の 左 右 側 縁 に 折 線 （ ２ １ ａ

） を 介 し て 連 設 さ れ 予 め 貼 り 合 せ た 内 外 二 枚 折 り の 側 板 （ ２ ２ ， ２ ３ ） と 、 前 記 天 面 板 の

前 後 縁 に 折 線 （ ２ １ ｂ ） を 介 し て 連 設 さ れ た 内 外 二 枚 折 り の 端 板 （ ２ ４ ， ２ ５ ） と 、 を 備

え た 一 枚 の 紙 製 基 材 （ ２ ＇ ） の 要 所 の 折 り 曲 げ に よ り 組 み 立 て ら れ る と 共 に 、 前 記 内 側 の

端 板 （ ２ ５ ， ２ ５ ） の 左 右 外 端 部 に 前 記 係 合 片 （ ３ ０ ） を 備 え 、

　 前 記 係 合 片 （ ３ ０ ） が 、 前 記 内 側 の 端 板 （ ２ ５ ） の 外 縁 （ ２ ５ ａ ） に 対 し 平 行 な 切 線 （

２ ５ ｂ ） と 、 該 切 線 （ ２ ５ ｂ ） の 基 端 か ら 前 記 外 縁 （ ２ ５ ａ ） に 至 る 折 線 （ ２ ５ ｃ ） で 囲

ま れ る と 共 に 、 前 記 内 側 の 側 板 （ ２ ３ ） の 内 面 に 摺 接 可 能 な 長 さ を 備 え る よ う 形 成 さ れ 、

　 貼 り 合 せ 状 態 の 前 記 内 外 の 側 板 （ ２ ２ ， ２ ３ ） を 折 線 （ ２ １ ａ ） に 沿 っ て 立 ち 上 げ 、 前

記 内 外 の 端 板 （ ２ ４ ， ２ ５ ） を 折 り 重 ね て 折 線 （ ２ １ ｂ ） に 沿 っ て 立 ち 上 げ た 際 、 前 記 係

合 片 （ ３ ０ ） の 先 端 （ ３ ０ ＇ ） が 前 記 内 側 の 側 板 （ ２ ３ ） の 内 面 に 摺 接 し て 、 各 係 合 片 （

３ ０ ） が 蓋 箱 （ ２ ） の 内 側 へ 突 出 す る よ う 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 前 記 内 側 の 側 板 （ ２ ３ ， ２ ３ ） の 左 右 端 部 に 係 止 凹 部 （ ３ １ ） を 形 成 す る と 共 に 、 前 記

内 側 の 端 板 （ ２ ５ ， ２ ５ ） の 左 右 縁 に 、 前 記 係 合 凹 部 に 差 し 込 ま れ る 係 止 片 （ ３ ２ ） を 折

線 （ ３ ３ ） を 介 し て 連 設 し 、 そ れ ら 係 止 凹 部 と 係 止 片 の 係 合 に よ り 前 記 蓋 箱 （ ２ ） の 組 み

立 て 状 態 を 維 持 す る よ う 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ０ 】
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　 ま た 、 前 記 内 外 の 側 板 （ ２ ２ ， ２ ３ ） の 左 右 縁 に 、 折 線 （ ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ ） を 介 し て 連

設 さ れ た 補 強 片 （ ２ ６ ， ２ ７ ） を 備 え 、 そ れ ら 補 強 片 が 、 組 み 立 て 状 態 に あ る 前 記 蓋 箱 （

２ ） に お い て 、 前 記 内 側 の 端 板 （ ２ ５ ） と 外 側 の 端 板 （ ２ ４ ） の 間 に 差 し 込 ま れ て い る こ

と が 好 ま し い 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 考 案 に 係 る 果 実 包 装 用 紙 箱 は 以 上 説 明 し た よ う に 、 蓋 箱 の 内 側 空 間 の 各 コ ー ナ ー 部 に

備 え た 係 合 片 に よ り 箱 本 体 と 蓋 箱 の 間 に 隙 間 を 確 保 す る 構 成 と し た の で 、 個 々 の 果 実 の 上

半 部 分 が 箱 本 体 の 上 面 開 放 部 よ り 上 方 へ 突 出 す る 状 態 で 箱 本 体 に 収 納 さ れ た 状 態 で あ っ て

も 、 果 実 上 半 部 分 が 蓋 体 に あ た っ て 損 傷 す る よ う な 虞 れ を 回 避 し 、 比 較 的 高 価 な 果 実 を 包

装 す る た め の 包 装 用 紙 箱 と し て 好 適 に 供 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 蓋 箱 の 内 側 空 間 の 各 コ ー ナ ー 部 の み に 設 け た 係 合 片 に よ り 前 述 の 効 果 を 得 ら れ る

と 共 に 、 該 蓋 箱 は 、 内 外 二 枚 折 り の 側 板 を 予 め 貼 り 合 せ た 紙 製 基 材 の 要 所 の 折 り 曲 げ で 組

み 立 て ら れ 、 且 つ 、 内 外 二 枚 折 り の 端 板 を 立 ち 上 げ た 際 に 、 係 合 片 の 先 端 が 内 側 の 側 板 の

内 面 に 摺 接 し て 、 各 係 合 片 が 自 動 的 に 折 り あ が る の で 、 蓋 箱 の 組 み 立 て が 極 め て 容 易 で あ

る と 共 に 紙 材 の 使 用 量 も 少 な く て 済 み 、 低 コ ス ト で の 提 供 が 可 能 で あ る 等 、 多 く の 効 果 を

奏 す る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 以 下 、 本 考 案 に 係 る 果 実 包 装 用 紙 箱 の 実 施 形 態 の 一 例 を 、 図 １ ～ 図 ５ を 参 照 し な が ら 説

明 す る 。

　 箱 本 体 １ と 蓋 箱 ２ は 夫 々 、 板 紙 な ど を 所 要 形 状 に 裁 断 す る と 共 に 、 所 要 箇 所 に 折 線 と 切

線 を 形 成 し た 一 枚 の 紙 製 基 材 の 要 所 の 折 り 曲 げ と 必 要 に 応 じ た 要 所 の 貼 り 着 け で 、 箱 本 体

１ に お い て は 上 面 開 放 形 の 四 角 形 状 の 箱 型 に 、 蓋 箱 ２ に お い て は 下 面 開 放 形 の 四 角 形 状 の

箱 型 に 夫 々 組 み 立 て ら れ た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 蓋 箱 ２ を 構 成 す る 紙 製 基 材 ２ ＇ の 展 開 状 態 を 図 １ に 示 す 。 こ の 紙 製 基 材 ２ ＇ は 、 天 面 板

２ １ と 、 折 線 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ を 介 し て こ れ に 連 接 す る 内 外 二 枚 折 り の 側 板 ２ ２ ， ２ ３ 及 び

内 外 二 枚 折 り の 端 板 ２ ４ ， ２ ５ と 、 内 側 の 側 板 ２ ３ の 左 右 縁 に 折 線 ２ ３ ａ を 介 し て 連 設 さ

れ る 補 強 片 ２ ６ と 、 外 側 の 側 板 ２ ２ の 左 右 縁 に 折 線 ２ ２ ａ を 介 し て 連 設 さ れ る 補 強 片 ２ ７

と 、 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 外 側 の 端 板 ２ ４ と 内 側 の 端 板 ２ ５ の 間 に は 、 折 線 ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ で 挟 ま れ る 下 縁 板 ２ ８

が 連 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 内 側 の 端 板 ２ ５ ， ２ ５ の 左 右 の 外 端 部 に は 、 該 端 板 ２ ５ の 外 縁 ２ ５ ａ に 対 し 平 行 な 切 線

２ ５ ｂ と 、 該 切 線 ２ ５ ｂ の 基 端 か ら 前 記 外 縁 ２ ５ ａ に 至 る 折 線 ２ ５ ｃ で 囲 ま れ る 係 合 片 ３

０ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 各 係 合 片 ３ ０ は 、 蓋 箱 ２ の 組 み 立 て 時 に 内 外 二 枚 折 り の 端 板 ２

４ ， ２ ５ を 折 線 ２ １ ｂ に 沿 っ て 立 ち 上 げ た 際 、 そ の 先 端 ３ ０ ＇ が 、 内 側 の 側 板 ２ ３ の 内 面

に 摺 接 し て 各 係 合 片 ３ ０ が 自 動 的 に 折 り あ が り 蓋 箱 ２ の 内 側 空 間 に 突 出 す る よ う 、 適 宜 長

さ を も っ て 形 成 さ れ て い る 。 そ う し て 、 各 係 合 片 ３ ０ が 、 内 側 の 側 板 ２ ３ と 内 側 の 端 板 ２

５ で 挟 ま れ る コ ー ナ ー 部 ４ ０ の 上 端 に お い て 蓋 箱 ２ の 内 側 へ 突 出 し て 箱 本 体 １ の 上 縁 １ ２

に 係 合 し 、 該 上 縁 １ ２ と 蓋 箱 ２ の 天 面 板 ２ １ と の 間 に 果 実 上 面 保 護 用 の 隙 間 Ｓ が 確 保 さ れ

る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 内 側 の 側 板 ２ ３ ， ２ ３ の 左 右 端 部 に は 係 止 凹 部 ３ １ が 開 口 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 内 側

の 端 板 ２ ５ ， ２ ５ の 左 右 縁 に は 、 そ の 係 合 凹 部 ３ １ に 差 し 込 ま れ る 係 止 片 ３ ２ が 折 線 ３ ３

を 介 し て 連 設 さ れ て お り 、 そ れ ら 係 止 凹 部 ３ １ と 係 止 片 ３ ２ の 係 合 に よ り 、 蓋 箱 ２ の 組 み

立 て 状 態 を 維 持 し 得 る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】
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　 内 外 の 側 板 ２ ２ ， ２ ３ の 左 右 縁 に 連 設 さ れ た 補 強 片 ２ ６ ， ２ ７ は 、 組 み 立 て 状 態 に あ る

蓋 箱 ２ に お い て 、 内 側 の 端 板 ２ ５ と 外 側 の 端 板 ２ ４ の 間 に 差 し 込 ま れ 、 蓋 箱 ２ の 強 度 向 上

な ど に 寄 与 し て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 内 側 の 側 板 ２ ３ と 外 側 の 側 板 ２ ２ は 、 予 め 、 折 線 ２ ９ に 沿 っ て 折 り 曲 げ て 二 枚 重 ね に し

た 状 態 で 、 接 着 剤 ３ ５ に よ り 相 互 に 貼 り 付 け ら れ 、 こ れ に よ り 、 蓋 箱 ２ を 組 み 立 て る 際 の

作 業 工 程 を 簡 略 化 す る と 共 に 、 蓋 箱 ２ の 強 度 向 上 な ど に 寄 与 し て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 例 の 蓋 箱 ２ を 組 み 立 て る 手 順 の 一 例 を 、 図 ２ ， 図 ３ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。

　 ま ず 、 図 ２ （ イ ） に 示 す 展 開 状 態 に お い て 、 内 外 の 側 板 ２ ２ ， ２ ３ は 予 め 二 枚 折 り 状 態

で 貼 り 合 せ て あ り 、 こ の 状 態 か ら 、 図 ２ （ ロ ） に 示 す よ う に 、 折 線 ２ １ ａ ， ２ １ ａ に 沿 っ

て 両 側 板 ２ ２ ， ２ ３ を 立 ち 上 げ た 後 、 図 ２ （ ハ ） に 示 す よ う に 、 折 線 ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ に 沿

っ て 、 各 補 強 片 ２ ６ ， ２ ７ を 内 側 に 折 り 曲 げ 、 さ ら に 、 図 ２ （ ニ ） 、 及 び 図 ３ （ イ ） の 拡

大 図 に 示 す よ う に 、 折 線 ２ １ ｂ ， ２ １ ｂ に 沿 っ て 外 側 の 端 板 ２ ４ を 立 ち 上 げ る 。

　 次 い で 、 図 ３ （ ロ ） ～ （ ニ ） に 示 す よ う に 、 折 線 ２ ８ ａ ， ２ ９ ｂ に 沿 っ て 下 縁 板 ２ ８ と

内 側 の 端 板 ２ ５ を 順 次 折 り 曲 げ て 、 内 外 の 端 板 ２ ４ ， ２ ５ を 折 り 重 ね る 。 こ の 時 、 各 係 合

片 ３ ０ が 、 そ の 先 端 ３ ０ ＇ を 内 側 の 側 板 ２ ３ の 内 面 に 摺 接 さ せ 、 折 線 ３ ０ に 沿 っ て 内 側 の

端 板 ２ ５ か ら 自 動 的 に 折 り あ が り 、 蓋 箱 ２ の 内 側 空 間 に 突 出 す る 。

　 さ ら に 、 各 係 止 凹 部 ３ １ に 各 係 止 片 ３ ２ を 差 し 込 む こ と で 、 蓋 箱 ２ の 組 み 立 て が 完 了 す

る と 共 に そ の 組 み 立 て 状 態 が 維 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 箱 本 体 １ を 構 成 す る 紙 製 基 材 は 、 前 述 の 係 合 片 ３ ０ を 備 え な い こ と 、 天 面 板 ２ １ が 底 面

板 と な る こ と 、 下 縁 板 ２ ８ が 上 縁 板 と な る こ と な ど 以 外 は 、 蓋 箱 ２ を 構 成 す る 前 述 の 紙 製

基 材 ２ ＇ と 同 様 に 構 成 さ れ 、 ま た 組 み 立 て 手 順 も 図 ２ で 示 す も の と ほ ぼ 同 様 の 手 順 に な る

の で 、 重 複 す る 説 明 及 び 図 示 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 こ の よ う に し て 組 み 立 て ら れ た 箱 本 体 １ と 蓋 箱 ２ か ら な る 本 例 の 果 実 包 装 用 紙 箱 は 、 図

４ ， 図 ５ に 示 す よ う に 、 蓋 箱 ２ の 内 側 空 間 の 四 つ の コ ー ナ ー 部 ４ ０ の 上 端 に 係 合 片 ３ ０ を

備 え 、 こ の 係 合 片 ３ ０ に よ り 、 各 コ ー ナ ー 部 ４ ０ の 上 端 に 略 三 角 形 状 の 段 部 が 形 成 さ れ 、

該 段 部 （ 係 合 片 ３ ０ ） が 箱 本 体 １ の 上 縁 １ ２ に 係 合 す る の で 、 箱 本 体 １ と 蓋 箱 ２ の 間 に 隙

間 Ｓ が 確 保 さ れ る 。 よ っ て 、 箱 本 体 １ 内 に ト レ ー １ ３ な ど を 介 し て 収 納 さ れ 、 上 半 部 分 が

上 面 開 放 部 １ １ か ら わ ず か な が ら 突 出 す る 果 実 ５ ０ に 、 蓋 箱 ２ の 天 面 板 ２ １ が 当 た る よ う

な こ と が 無 く 、 個 々 の 果 実 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 蓋 箱 ２ は 、 内 外 二 枚 折 り の 側 板 ２ ２ ， ２ ３ を 予 め 貼 り 合 せ た 紙 製 基 材 ２ ＇ の 要 所

の 折 り 曲 げ で 組 み 立 て ら れ 、 且 つ 、 内 外 二 枚 折 り の 端 板 ２ ４ ， ２ ５ を 立 ち 上 げ た 際 に 、 係

合 片 ３ ０ の 先 端 ３ ０ ＇ が 内 側 の 側 板 ２ ３ の 内 面 に 摺 接 し て 各 係 合 片 ３ ０ が 自 動 的 に 折 り あ

が る の で 、 蓋 箱 ２ の 組 み 立 て が 極 め て 容 易 で あ る と 共 に 紙 材 の 使 用 量 も 少 な く て 済 み 、 低

コ ス ト で の 提 供 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 以 上 、 本 考 案 の 実 施 形 態 の 一 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 考 案 に 係 る 果 実 包 装 用

紙 箱 は 図 示 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 用 新 案 登 録 請 求 範 囲 の 各 請 求 項 に 記 載 さ れ た

技 術 的 思 想 の 範 疇 に お い て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

【 図 １ 】 蓋 箱 を 構 成 す る 紙 製 基 材 の 展 開 状 態 の 平 面 図 。

【 図 ２ 】 蓋 箱 の 組 み 立 て 手 順 を 示 す 斜 視 図 。

【 図 ３ 】 蓋 箱 の 組 み 立 て 手 順 に お け る 要 部 の 拡 大 斜 視 図 。

【 図 ４ 】 組 み 立 て 後 の 箱 本 体 と 蓋 箱 の 斜 視 図 。

【 図 ５ 】 蓋 箱 を 箱 本 体 に 被 せ た 使 用 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 。
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【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 　 １ ： 箱 本 体

　 　 １ １ ： 上 面 開 放 部

　 　 １ ２ ： 上 縁

　 　 ２ ： 蓋 箱

　 　 ２ ＇ ： 紙 製 基 材

　 　 ２ １ ： 天 面 板

　 　 ２ ２ ： 外 側 の 側 板

　 　 ２ ３ ： 内 側 の 側 板

　 　 ２ ４ ： 外 側 の 端 板

　 　 ２ ５ ： 内 側 の 端 板

　 　 ２ ５ ａ ： 外 縁

　 　 ２ ５ ｂ ： 切 線

　 　 ２ ５ ｃ ： 折 線

　 　 ２ ６ ， ２ ７ ： 補 強 片

　 　 ３ ０ ： 係 合 片

　 　 ３ ０ ＇ ： 先 端

　 　 ３ １ ： 係 止 凹 部

　 　 ３ ２ ： 係 止 片

　 　 ４ ０ ： コ ー ナ ー 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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